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議　事　録 

 

１　会議の名称 令和８年度第１回水戸市地域公共交通協議会全体会議 

 

２　開催日時 令和８年７月17日（金）　午前10時00分から午後11時30分まで 

 

３　開催場所 水戸市役所４階　政策会議室 

 

４　出席した者の氏名 

(1)　委員 　　茨城大学　金　利昭 

（名簿順）　　茨城大学　平田　輝満 

　　　　　　　東日本旅客鉄道㈱水戸事業本部　藤澤　充哲 

　　鹿島臨海鉄道㈱　鈴木　利光（代理） 

茨城交通㈱　任田　正史 

関東鉄道㈱　宮野　裕司（代理） 

ジェイアールバス関東㈱　吉川　央紀 

水戸地方ハイヤー連盟　鬼沢　正光 

（一社）茨城県バス協会　古賀　重徳 

水戸市住みよいまちづくり推進協議会　角田　恒己 

公募委員　齋藤　勝行 

公募委員　大川　泰弘 

国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所　川村　英明 

国土交通省関東運輸局茨城運輸支局　羽生　真人 

国土交通省関東運輸局茨城運輸支局　柿本　憲治 

茨城県政策企画部交通政策課　伊藤　豪人 

茨城県土木部都市局都市計画課　髙橋　学（代理） 

茨城県水戸警察署　鈴木　健之 

水戸市市長公室　佐藤　則行 

水戸市建設部　大森　幹司 

茨城交通労働組合　菅原　康弘 

関東鉄道労働組合　池田　正人 

※　代理出席３名、欠席４名 

 

(2)　事務局（水戸市市長公室交通政策課） 

課長　棯崎　芳明 

係長　鈴木　翔 

主幹　大森　信彦 
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５　会議次第 

(1) 開会 

 

(2) 議事 

　　①　水戸市地域公共交通計画に係る令和７年度評価（協議） 

　　②　水戸市地域公共交通計画に位置付けた施策の進捗状況（報告） 

　　③　水戸市地域公共交通協議会の令和７年度決算及び令和８年度事業計画（報告） 

 

(3)　その他 

 

(4)　閉会 

 

６　配布資料 

(1) 会議次第 

(2) 資料１　水戸市地域公共交通計画に係る令和７年度評価 

(3) 資料２　水戸市地域公共交通計画に位置付けた施策の進捗状況 

(4) 資料２別紙１　令和６年度バス路線再編調査業務委託調査報告概要 

(5) 資料２別紙２　令和６年度受託研究報告 

(6) 資料３　水戸市地域公共交通協議会の令和７年度決算及び令和８年度事業計画 

(7) 参考資料　水戸市地域公共交通協議会規約 

 

７　内容 

  

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

※水戸市地域公共交通協議会規約第７条第１項に基づき、会長が進行を務めた。 

 

１　開　会 

 

はじめに、本日の会議の出席者数について、事務局から報告をお願いします。 

 

はい。本日の会議には、定数26名中22名の委員の皆様に御出席いただいてお

り、出席者数は定数の過半数となっております。 

御報告は以上です。 

 

ただいま事務局から報告がありましたとおり、出席者数が過半数となってお

りますので、規約の規定を満たし、会議は成立しております。 

次に、本日の会議につきましては、冒頭から終了時まで公開としたいと考えて

おりますが、よろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 
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 会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

それでは、公開することといたします。 

次に、議事録署名人をお二人、委員御本人に御出席いただいている方から指名

いたします。今回は、＿＿様、それから＿＿様に、お願いいたします。 

ちなみに、事務局にお聞きしたい。 

会議は公開となっている。会議であまり来る方は、たまに報道関係とかでは来

られるということもあったりするんですけれども、ほとんど無いんですが、公開

ってなった時はどこに掲示が出されるんですか？ 

 

 

本日の議事の内容につきましては、水戸市ホームページの方に資料と合わせ

て議事録の方を公開するととしております。 

 

公開というのは、傍聴ではなく、議事録を公開する、内容をオープンにすると

いうことですか。 

 

そのとおりです。 

 

傍聴の案内はありましたっけ？傍聴と公開は違うわけ？ 

 

この会議の開催について広く周知しているわけではないですが、記者の方や

興味を持たれた方がこの会議の内容を傍聴したいという時には、ある程度内容

を精査して公開することとして運用をさせていただいているところですが、今

のところは、そういったことは無いです。 

 

分かりました。 

それから、議事録署名人について申し上げたが、議事録は今日の会議が終わっ

た後、どの位の日数で作られて、署名人に渡るのか。 

 

おおむね１ヶ月程度はお時間を頂戴しているところです。 

署名人とのやり取りや、郵送の期間があることからも、お時間をいただいてい

るところです。 

 

色々関わってきた時に、議事録が２か月経っても全然出てこなかった、ホーム

ページにも出てこなかったということもあるので、そこがちょっと気になって

たところがあるのと、これは録音があって起こしているんですか？ 

 

おっしゃるとおりです。 

 



- 4 - 

 会長 

 

 

 

＿＿委員 

 

事務局 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

時々議事録を見て、「ちょっと抜けてるな」とか、「書き方が違うな」とか思う

時があるんだけど、後から言ってもですけど、議事録署名人の人はチェックして

るんですよね。あなたは、この前やられてます？ 

 

いえ、私は今回初めてです。 

 

名簿順で御指名しているところでございます。 

 

議事録署名人というのは、水戸市の制度なんですよね？ 

 

水戸市として、正式に明文化して制度化しているものではございませんが、市

の附属機関の議事録作成方法に準じまして、当協議会に関しましても議事録署

名人の方に確認をお願いしているところでございます。 

 

そしたら、議事録署名人の方に渡す前に、私の方でパッと見させていただきた

いのですけど、それはいいですか？いいですよね？ 

 

可能でございます。 

 

では、事務局の方で議事録を作成した後、私の方で見させていただいて、私が

見ますけれどもそれで完全と言うことは無くて、署名人の方にきちんと漏れが

ないかチェックしていただきたい。 

他のいろんな委員会では、議事録も委員全員に回ってくるところもあるんで

すけれども、結構発言した方は厳しく見るんですよね。 

というところでなので、一応大事な主要なポイントを落ちていないかどうか

は議事録署名人の方、担当された方はよろしくお願いします。 

 

２　議事 

議事①　水戸市地域公共交通計画に係る令和７年度評価（協議） 

議事②　水戸市地域公共交通計画に位置付けた施策の進捗状況（報

告） 

 

それでは、予定では 11時半ぐらいになっています。 

お手元に資料があります。議事３件ということで、初めに議事①水戸市地域公

共交通計画に係る令和７年度評価、それから議事②水戸市地域公共交通計画に

位置付けた施策の進捗状況となっております。 

これは、関連している内容なので、一括して事務局で説明をしてください。 
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 事務局 

 

会長 

 

 

＿＿委員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＿＿委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

［資料１、資料２及び資料２別紙１に基づき事務局から説明］ 

 

今御説明のあった資料１と２のところで、質問等ありましたらお受けしたい。

何かあるでしょうか。 

 

＿＿でございます。 

関心があるところについて、教えていただきたいです。 

６ページの施策９番、エコ通勤チャレンジウィークを実施したところでござ

まして、人数が書いてありますけれども、対象者がどういった方なのか、あとは

県庁でも実施したりするといいんじゃないかと個人的に考えているところなん

ですが、水戸市さんの場合、何かインセンティブみたいなものを供与しているの

かどうかを、まず一点、あればお伺いしたいです。 

 

御質問いただきました、エコ通勤の対象者についてでございますが、市民の方

全員となってございます。 

それから、連携中枢都市圏事業として９市町村まとめて一緒に実施している

ところでございますので、連携９市町村の市民の方も対象となってございます。 

ただ、こちらの集計値につきましては、各自治体職員の人数を集計していると

ころでございますので、市民の方で取り組まれた方につきましては、集計してい

ないという状況でございました。 

今後、集計の方法についても検討していくところでございます。 

さらにインセンティブにつきましては、毎年 12 月の第２回目の実施の際に、

エコ通勤チャレンジウィークに取り組んでいただいた市民の方に御報告をいた

だきまして、景品を抽選でお配りしております。 

エコ通勤に活用できるような商品を選定いたしまして、発送させていただい

ております。 

以上でございます。 

 

ありがとうございました。 

もう１個だけ教えてもらいたいんですけども、施策 13番ですね。 

高齢者移動支援についてのところで、令和７年度の実施内容のところで、庁内

でプロジェクトチームを立ち上げて施策を検討したとありますけれども、簡単

で結構ですので、検討結果の結論や意見が出たと言うことがあれば、御紹介いた

だきたいです。 

 

ただいまの御質問にお答えいたします。 

高齢者移動支援のプロジェクトチームでの検討というところですが、昨年度

どういった取り組みを実施するのかを重点的に協議したところでございます。 
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会長 

 

 

＿＿委員 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

＿＿委員 

 

 

 

そこで、おおむねの素案をまとめまして、今後詳細を詰めて、次年度から実証

実験という形で一部予算化して実施をしていくという内容になっております。 

素案の主な内容といたしましては、高齢者向けのバスの定期券、いわゆる乗り

放題の定期パスの一部助成であるとか、介護保険対象者に向けてのタクシー券

の一部助成であるとか、そういったところを施策として立ち上げ、次年度から実

施していくというような予定になってございます。 

以上でございます。 

 

今のに関連して思うのは、モビリティ・マネジメントのところで、県の方で音

頭取ってやってるんじゃなかったでしたっけ？ 

 

以前は、県の方でも県全域的にやっていたと承知しているんですけれども、そ

の後、立ち消えになっているというのが実情でございます。 

ですから、何かできないかと模索はしているところでございます。 

 

前やっていたということを何で覚えているかというと、いつもこのモビリテ

ィ・マネジメントって、ずっと何年も続いて来ているんですよね。 

それで、毎回今年やった施策ということで、モビリティ・マネジメントといっ

て、まあ内容も似たようなことをしているんですけれども、大して毎年やってる

だけで効果が上がってるのかとかね、どうせやるんだったらもっとしっかり真

面目にやれよっていう感じで結構県にも言ってたんですよ。 

なので覚えてるんだけど、それを水戸市の方で継続して、先ほどの連携市町村

とやることにしたの？それとも衣替えしたの？ 

 

水戸市としては、継続して実施しているところでございまして、途中で、先ほ

ど連携中枢都市圏事業として実施していると申し上げましたが、連携する市町

村と一緒にやっていこうということで、取り組みのアップデートと言いますか、

そのようにしてきた経緯がございます。 

 

モビリティ・マネジメントっていうのは大事な取り組みだと思うので、だから

言いたいのは、やるんだったら真面目にやってよね、ただただ去年もやったから

ではなく。 

以前は、これは県がやるって結構言われてたんですよ。 

 

我々の方でも、モビリティ・マネジメントは大事だなと思っておりまして、各

市町村の会議を見ているんですけども、乗り方教室はどこの市町村でも取り組

んでいるんですけれども、エコ通勤とかですね、こういった取組はなかなかやっ

ていないので、水戸市さんの場合、周りの市町村さんと連携して一生懸命やられ
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会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

てるのかなと思いまして、県南の方でも少しやっている所はあるのですが、県が

いろいろ引っ張って行かなくてはならない部分ではあろうかと思いますが、水

戸市さんの方で一生懸命やられているので、その取組をよく参考とさせていた

だきたいなと思います。 

 

そうですね。公共交通を、バスをしっかりやると共に、同時並行として、そう

いうところはやっていただきたいなと思うんですけれど。 

ただ、さっきの話で、職員が中心で、市民の集計をしないと意味がない。意味

ないよねっていうことでもない、率先して庁内からというのはいいんだけれど

も、市民がどれくらいっていうのは集計もできない？さっきの景品は参加者全

員に配ってるんですか？ 

 

参加者全員ではなく、あくまで抽選で皆にお配りしているところです。 

 

その辺のデータがあるんだったら、市民がどれぐらいって出てきても良さそ

うだよね。 

 

以前から、協議会からも、モビリティ・マネジメントを市民の方に広く取り組

んでいただけるように、取り組み内容を変えていかなければならないという御

指摘を頂戴していたところでございまして、今年度から集計の方法を変更させ

ていただき、広く市民の方からも取り組んだことを御報告いただけるような報

告フォームを水戸市で作成し、周知させていただいているところです。 

今回、６月に実施をしたところでございますが、実証実験的にこの集計方法で

大丈夫かどうかを検証しているところです。 

今後は、市民の方にどれぐらい取り組んでいただけたかについても、御報告さ

せていただくことが可能ではないかと考えております。 

 

県の方からもあった２番目の所、非常に気になったんですけれども、庁内のプ

ロジェクトチームを立ち上げた、要するに高齢者とか障がい者、弱者ということ

ですよね。そのプロジェクトチームを立ち上げたっていうことについて教えて

ほしいんだけれども、なぜ立ち上げたのかということ、それから、このプロジェ

クトチームと協議会との関係はどういうふうに考えているんですか。 

 

ただいまの御質問にお答えいたします。 

まず、プロジェクトチームの立ち上げですが、高齢者の移動支援というのは水

戸市の施策としても重要で、しかも内容に関しまして、庁内横断的に高齢福祉の

分野であるとか、交通の分野であるとか、障がいの分野であるとか、横断的な内

容になるということで、プロジェクトチームを立ち上げて、内容を協議してきた
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会長 

 

事務局 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

という経緯でございます。 

また、本協議会との関係性でございますけれども、プロジェクトチームと直接

関連するわけではございませんが、検討した施策が水戸市地域公共交通計画の

方でも、高齢者の移動支援という事業内容でリンクしていますので、実施状況で

あったり、検討状況をこういった場で報告させていただくことによって、内容に

関して協議会でも御意見を頂戴したりとか、プロジェクトチームにフィードバ

ックするとか、そういった形を取れると考えており、そういった運用をしていき

たいと考えております。 

 

プロジェクトチームは、高齢者や障がい者の責任部局と考えているんですか。 

 

主担当課という形となります。 

 

（水戸市地域公共交通計画を指して）これを作るときにね、２年前に作ったん

ですね、これを作る時に、誰も取りこぼさないとかいろいろ言われてて、その時

に当然高齢者、障がい者の人も入ってて、「その人たちのことは、どこで、どう

やって検討するんですか」、「ここできちっと全部見ますか」っていうことを、私

聞いたんですよ、２年ぐらい前、これが始まる前に。 

その時に、この協議会でやるのは、一般路線バスが中心で、路線バスが通って

いないような空白地域に関しては、「水都（すいっと）タクシー」のような路線

バスに代わるようなものを検討します。ただ、直接高齢者とか、障がい者とかは、

バリアフリーや福祉部門がやるので、協議会の方は主として路線バスですみた

いなことがあったんですよ。 

それでね、こちらの対象範囲っていうのは、じゃあそういうことで考えておい

て、ただ、そういう縦割り部局で担当した時に、結局そこからこぼれ落ちるよう

な人がいないようにしてくださいねっていうふうに、私２年前に言ったんです

よ。 

そういうことの記憶があるので、今ここでちょっと気になってね。 

あと、そちら（プロジェクトチーム）でやったことを協議会で議論はしなくて

いいってことになるんですか。 

そこのところね、公共交通のいろんな他の自治体のやっていることを聞いて

みるとですね、部局ごとにやっていると落ちちゃうところがあるんですよ。困っ

ている人が沢山いるというのが問題になってて、それは数年前からそういうと

ころなんで、公共交通をやってる方達が「落としちゃダメですよ」っていうこと

を盛んに言っていたので、私もそういうふうに２年前に言ったんです。 

なので、このプロジェクトチームというのが、どんなことしてるのかっていう

のが分かる資料を、ここで見ることはできる？参考として。 
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 事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

 

 

水戸市地域公共交通計画の中でも、高齢者が移動しやすい環境づくりという

施策がございますので、こちらの御意見を頂戴する中で、必要に応じて、プロジ

ェクトチームの進捗状況にもよるかとは思いますが、協議の内容については、参

考として出せると考えております。 

プロジェクトチームとの協議にはなりますが、そこでの協議事項もこの施策

に関連するという認識でおりますので、具体的にどういった形かというのは、今

ここでは出せませんけれども、いずれにしても参考的にプロジェクトチームで

の内容を報告するというのは、可能だと考えてございます。 

 

プロジェクトチームの組織体制について教えてほしいんだけど、それは庁内

のいろんな部局から集まってきているのですか？ 

 

左様でございます。 

 

そこには、市民の方たち、当事者の意見というのは、どういう形で吸い上げる

の？ 

 

いわゆる、高齢者移動支援の、先ほど主担当課と申し上げましたけれども、高

齢福祉の部署であったりとか、そういったところが、福祉対象になる方から御意

見などを頂戴しながら、協議を行っている状況でございます。 

 

どこまで、きちんと当事者の意見が吸い上げられて、落ちこぼれの人が出ない

ようにしているのかなっていうのが、非常に気になるところではあって、ここの

協議会だと公募委員の方は実際に２名入っていらっしゃるということもある

し、それからバリアフリーも、当事者を集めて実際に現地でやりますよね。 

当事者の意見を反映させないと、金だけ使って無駄になるってことがよくあ

る話ですけれども。 

だから、どうやって吸い上げているのか、密着的にやってるのか、非常に気に

なることなんで。 

次回この会議って、いつなの？ 

 

現時点の予定でございますけれども、年度末を予定してございます。 

 

少なくとも、このプロジェクトチームの中身っていうのを、ちょっと資料を出

してくれないですか？ 

そこで、どういう風にやって、どういうことを検討してるのかっていうのを、

ここのメンバーの皆さんに知っておいてもらわないと、私結局空白地域もどう

するかというようなこととか、あとバリアフリー的なことだと、低床バスをやる
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会長 

 

 

 

 

＿＿委員 

 

 

 

とかね、それぐらいの扱いをここではやるっていうふうに思ってたんですよ。 

だから、直接的にやると思ってなかったんで、どういうふうに接していようか

なと。 

次回、少なくともプロジェクトチームでやっている、プロジェクトチームって

いうよりは、移動困難な高齢者とか障がい者の移動確保のためにどういうこと

をやっているか、プロジェクトチームがどうということじゃなくて、バリアフリ

ー担当、福祉部局担当、地域公共交通が担っているところとあった時に、対象と

なる移動困難者に対して、どこの部局がどう関係しているか、こういうのをマト

リックスみたいなのを挟んで、きちんと落ちないよということが知りたい。 

県の方ね、最初切り出してくれたんだけど、私はこの辺のところが大事だなと

思うんだけど、なにかその辺でコメントとかない？ 

 

県の方でも課題は認識しておりまして、国交省さんの方ではですね、いろんな

事業主体が協働、一体して解決していくとか、あとは福祉とかの病院、学校の関

係もそうですけれど、いろいろな交通資源をフル活用しましょうと国の方でも

考えていますので、そういった観点から県の方でも、そこだけで考えるのではな

くて、教育庁とか福祉関係とか、水戸市さんと同じように意見出しをしたり、話

し合いをする必要があろうかと思っておりますので、県庁内でも実際やってお

ります。そういったことは大きな課題なので、そういうことは継続していきたい

と考えているところでございます。 

会長が御心配されている建て付けのところに関しましては、我々の認識とし

ましても庁内でいろいろ議論してますけれども、市町村さんで言えば、交通会議

で交通事業者さんがいる場で、実際にどう落とし込んでいくかが決まる場だと

思いますから、水戸市さんでも庁内でワーキングをやっているその検討材料と

いうのは、そこで検討したからといって、すぐ実行に移されるものではなくて、

こういう場でワンクッション置いて、事業者の意見を聞いたりして、先に進んで

いくものかなと思うので、ワーキングはワーキングでネタ出しというか、そうい

う成果でいいんじゃないかというふうに、私は思っております。 

 

庁内で一生懸命やってくれるのはいいんだけど、こういうところで議論を聞

くっていう場が有ってもいいんじゃないか、いや無いとおかしいんじゃないか

というところがあって、移動困難者と言った時に、そこに関して、国交省の方で

何かアドバイスないですか。 

 

はい、＿＿でございます。 

すみません、アドバイスというところまでは無いのですが、水戸市さんの方で

地域公共交通協議会の立ち上げをされていて、線引きの方に関しましては、一般

の路線バスがメインであるということもありながら、高齢者ということで、
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Ｐ Ｔ（プロジェクトチーム）の立ち上げをしているということなので、会長が
ピーティー

おっしゃっているような部分で、ＰＴで議論された内容に関しては関連施策と

いうことで、協議会の方に報告とまでは言わないのですけれども、共有していた

だくということは、一つで大事かなと思います。 

あとは、線引きというとで、正しいかわからないですが、一人で移動が困難な

方に関しましては、福祉有償ということで、福祉有償運送の協議会を水戸市さん

の方でも立ち上げをされていると思いますので、例えばタクシーとかで移動が

困難な方に関しましては、有償運送という制度を使ってですね、フォローしてい

るというふうに認識しておりますので、そういう部分で高齢者だから全ての人

が移動が困難というわけではないと思いますので、その境界が曖昧な方はどう

されますか、と言うような部分かと思いますので、そこは交通部局の方と福祉部

局の方で連携していただくことが必要と思っております。 

 

福祉有償とか、そういうのはどこの委員会とかでやってるんですかね？ 

 

福祉有償運送に関しましては、水戸市では福祉部局の方で担当して、実施して

ございます。 

 

それ何か委員会とかやってるんですか？ 

 

先ほど運輸支局さんの方からもありましたが、そうした福祉有償の協議会が

ございます。そういったところで、協議をしていると伺っております。 

 

水戸市さんの状況は分からないですけど、「水都（すいっと）タクシー」をや

られてますよね。 

他市町村のデマンドタクシーとかを見ていると、中身の一部はもう福祉有償

に近い、境界線に居る人たちが結構増えてきたり、こういう公共交通の場でもそ

この境界部分がこぼれ落ちることはないのかもしれませんけれど、どっちみた

いな話があるやないやってよく見るので、そういう観点からも横断的に調整し

ながら、こぼれないように、なおかつ効率的にやる。 

デマンドでも、現場でそういう人を断れないしって、現場で苦労してる方を何

回か見たことあるので、タクシーの運転手さんとか、そういうふうにならないよ

うにする必要があるかなと思いました。 

 

「水都（すいっと）タクシー」を運営している会社の者です。 

「水都（すいっと）タクシー」が本当に素晴らしいなというのが、デマンドと

か、他市でやっている路線バスと比べると、圧倒的にお客様の人気もどんどん増

えている。 
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その内容としては、大体 4700 万円ぐらいだと思ったんです。水戸市からの補

助が。 

ひたちなか市の「あおぞらバス」が、同じ路線を維持するために大体１億６千

万円使って 10 年間やっている。 

その、補助金を多く取って運営してそれがどうなるのか、つまり、補助金は税

金だから若者の手取りを増やしたりするのには、我々高齢者にどれだけお金を

使わないで済むかというのが、まず個人個人として、今先生が言われたように、

80歳までの高齢者が大体半分は自分で運転できるわけだし、免許返納すると大

体２年で 2.6 倍の人間が認知症になると、そういう状況の中で、アメリカ型と

いうのか、社会保険がなくても自分は自分で守るんだという高齢者、70 歳、80

歳にならないと、補助金っていうのは結局若者に負担を掛けるようになる気が

して、その補助金を使うことによってどれだけその効果があるのか。 

「水都（すいっと）タクシー」のいいところが、500 円、1,000 円取っている。

「あおぞらバス」はタダか 100 円なんですね。タダでやろうというのは、価値が

ないから。価値がないところに補助金をいっぱい入れていいのかとか、経済効果

まで考えて公共交通の維持を考えていくべきと私は考えるんですけど。 

福祉は意外と補助率は低いです。車椅子で行ったり、本当に体の弱った人のと

ころは手間がかかるので、福祉券だけでは赤字になるから、やめちゃってるんで

す、民間の福祉有償運送は。 

それで、我々タクシー業者の車椅子が、前より忙しくなってる。料金が高くて

も利用していただくという形になっているわけですね。 

だから、本当に弱った人のところに補助金が回って、バス停まで歩ける人は

「自分で行けよ」と、これは自分に言ってるんですよ、私 79 歳で来年 80 です

から。我々高齢者があまりに人数が多いんでね、私の時は１学年 267 万人です

から。去年生まれた人が確か 70 万人ですと。じゃあ、20 年後日本どうなるのっ

て本当に恐ろしく感じますんで、この補助金の使い方っていうのは、会長が言わ

れるように徹底的に考えて有効的に使うべきだと考えます。 

 

「水都（すいっと）タクシー」は、事業者さんから言わせると非常によろしい

んじゃないかということですね。 

 

そうですね。 

全国的にも、つまり税金の額が少なくて効果がある。そして、お客様が 500

円、1000 円を払って乗ってくれるんですね。そこが違う。進めるべきと私は思

っています。 

 

わかりました。 

結構時間を取って話したんですけど、非常に大事なところではあるし、弱者の
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＿＿委員 

 

 

 

方たちに対応できるということは、一般人の方も押さえられるということであ

ると思います。 

この、移動困難者に対してのプロジェクトチームの立ち上げ云々ということ

関して、御意見とか御質問あればお願いします。 

 

［意見等無し］ 

 

よろしいでしょうか。 

では、プロジェクトチームの中身と、それから、そもそも移動困難者の方々に

対してどのような取り組みを市ではしているか、しようとしているのか。 

そして、プロジェクトチームがそれに対してどう関わっているのかっていう、

その辺のことを教えていただきたいということと、それから、今出た以外の中で

は、やはり、庁内の方たちだけで何かやるっていうよりは、一旦こういう場を作

って、議論する場があった方がいいんじゃないかっていう御意見がいくつか出

てきたので、それはプロジェクトチームに伝えてください。 

ちょっと長くなりました。先を急ぎまして、聞きたいのは資料１の点で、資料

１に７年度評価ということで表になっていますけれども、これを国の方に提出

することになっています。 

国交省さんにお聞きしたいんですけれども、この資料１みたいなのでよろし

いんですか。これで、どう評価するのかよく分からないんだけど。 

 

＿＿でございます。 

資料１はですね、国で定める様式がございまして、そちらの様式に沿って作成

いただいているものでございますので、基本的にはこちらの方を埋めていただ

ければ問題ないと認識しております。 

 

じゃあこれで受け取ってもらえると。 

 

はい。 

 

あとですね、また皆さんからの御意見、御質問をお受けしたいんですけれど

も、バスが目標に届かず減少しちゃてるところですが、この辺に関してバス会社

様や公共交通事業者様から補足はありますか。 

 

はい、＿＿です。 

先ほど事務局からお話しがあったように、運転士不足あるいは「2024 年問題」

等でですね、ダイヤの減少あるいは系統数の減少と、そういう影響で減少してい

るというのはあると思いますし、あとはコロナを経て深く感じているのはです



- 14 - 

  

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

＿＿委員 

 

 

会長 

 

 

 

＿＿委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＿＿委員 

 

 

 

 

ね、「高齢者の外出が少なくなったな」というのは感じてますね。 

逆に、定期券が伸びてるっていうのは、学生であったり、あるいは通勤者、最

近若い人は車を持たないということも影響しているかと思うんですけれど、一

番大きなのは、やっぱりダイヤの減便、例えば夜遅く走れていたのが、結構そこ

はお客さんが乗っていたんですけれど、「2024 年問題」で運行できなくなったり

とか、そこが一番大きなところです。 

 

定期券のことで、後で聞こうかと思ったんだけど、それは若い人たちで増えて

きている？ 

 

メインの利用者は学生であったり、あるいは通勤者ですので、そこが増えてき

ていると認識しております。 

 

はい。 

では、先ほど御説明があった資料１資料２のところで、どこでも結構ですの

で、御意見、御質問とあればお願いします。 

 

交通と観光、例えば水戸市とひたちなか市と大洗町で、ひたちなか市に 435 万

人観光客が来て、大洗町に 425 万人来て、水戸市へ周遊させる交通機関があっ

て、どうやったらお金が水戸市民に落ちるのかとか、そういう交通会議があって

もいいんじゃないかと思うんですけど、ちょっと違うんですかね。 

 

公共交通サービスを充実させるため、あるいは効果として、言われたような影

響、効果があるのかということを弾く。それを、公共交通の充実のために素材を

揃えておくというのは、非常に大事なことですね。 

そういう効果があるから、例えば、ここの整備をした方がいいだとか、そうい

うことに対して、もうちょっとお金を出しても、それは元が取れるんだとか、そ

ういうような議論はできます。 

商業の方の儲かるかってところで止まっていたら、それはこの会議の話では

ないんですけれども、商売で儲かるんだから、その人たちが儲かったところから

公共交通の方にお金を回してもらうとか、そういった議論になったらこの場で

やる話です。 

 

観光としては交通は非常に大事だと思うので、そこを水戸市とかひたちなか

市とか大洗町とか、全然連携していない。 

せっかくの観光客があれだけ来るのに、水戸市にこれだけお金が落ちて、その

お金で例えば税金が安くなるとか、お金がぐるぐる回るようなことを考えても

らって、そういう会議の方が楽しいかなと思うんですけれども。 
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観光客を誘致して、あるいは回遊させるという話は、公共交通とはリンクして

るんですよね。 

周辺の市と連携して、取り組みしていることに関しては何か？ 

 

はい。ただいま出ている意見ですけれども、観光に関しましては、県央９市町

村で観光の協議会を作っていますし、また、その９市町村以外でも水戸市とひた

ちなか市、大洗町、笠間市といった特定の市町村と連携しながら協議会を作っ

て、広域的な取り組みを様々検討している協議会はございます。 

ですので、交通特化型ではございませんが、その中で、周遊型の観光であると

か、それに伴っての移動手段であるとか、そういった協議もなされていると認識

しておりますので、改めて、今いただいた御意見も協議会の担当部署の方にお伝

えしながら、広域的な議論が進むような形で、交通部門としての意見も伝えてま

いりたいと考えております。 

 

広域って言ったら、むしろ県の方ではどうですか。 

 

よく承知していないところですけれども、例えば大洗町とひたちなか市は連

携してリゾート構想みたいなものを持っていたりしますので、そこは観光部局

とかそういうところに確認しますけれども、おっしゃってるようなことは大事

だと思います。 

他の市町村の交通会議を見ても、観光周遊のバスダイヤを組んでみたいとか、

そういった議論も無いわけではないので、公共交通の一環としてそういったと

ころを計画して、利用促進に努めていくというのは大事な観点かと思いますけ

れども、非常に、全てを公共交通の議論の場でやるのかっていうのは難しいでし

ょうから、その辺は絡み合いながらやっていくしかないと思います。 

 

今のところで、公募委員さん含めて、市民の方たちどうですか。 

 

 公募委員として、２年前からモビリティ・マネジメントについては、深く企

業参加を求めれば良いだろうと言うことで、今企業としても脱炭素化に向けた

取組というのは非常に盛んで、経営も、そういった脱炭素経営をしていかなけれ

ばいけないので、従業員の通勤とかですね、出張に関わる脱炭素を、どれだけ下

げられるかというものを、大手はやって公表しておりますので、水戸市として

も、連携中枢の中でリーダーシップをとって、他の８市町村をまとめるような効

果の高い政策を進めるべきだということで、期待したんですけれども、今回もこ

ういった形で自治体の参加者数だけあげるような形になっており、残念なとこ

ろであります。 

やっぱり、積極的に企業を巻き込んだことで、お互い脱炭素に繋がれば企業価
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値も上がってきますので、タイミング的には一番良い時なので、連携してですね

やっていただきたいっていうことがあります。 

それとですね、あと伺いたいのが、シェアサイクルについてなんですけれど

も、ステーションが 55 箇所になったと言うことで、設置要件はどういった基準

があるのでしょうか。また誰が、そこにステーションを作ろうと決めるのか伺い

たいです。 

 

はい。 

では、９ページにシェアサイクルステーションに関して書いてあるんだけれ

ど、設置要件だとか、誰がどういうふうに決めてるのかとか、説明お願いします。 

 

はい、ただいまご質問いただきました「みとちゃり」ステーションの設置要件

につきましては、まず設置する範囲としましては、いわゆる居住誘導区域内に設

置をさせていただくというところで決めておりまして、さらにその中でも、市民

の方の利用頻度が高そうな地域をまず中心に設置を進めてきたところでござい

ます。 

具体的には、水戸駅ですとか、あとは茨城大学ですとか、そういったところか

ら進めまして、さらに各拠点間を結ぶ間の地域につきましても、埋めるような形

で、補完するような形でステーションを増やしていったというところでござい

ます。 

具体的な設置場所につきましては、基本的に本市が所管している児童公園の

ような場所ですとか、あとは道路の部分についてステーション設置を進めてい

るところでございます。 

 

よろしいですか。 

 

はい。 

 

今のステーションがどこにあるかっていうマップは、どこを見れば分かりま

すか。 

 

マップにつきましては、当然「みとちゃり」を借りることができるハローサイ

クリングというアプリにも表示がありますし、水戸市ホームページにも更新し

たマップをアップロードしてございますので、そちらの方を御参照いただけれ

ばと思います。 

 

ここで一つね、大事だと思って言っているのが、「みとちゃり」とかこういう

シェアサイクルって結構使われてたりするので、まあ便利だというので、それ自
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＿＿委員 

 

 

体はいいと思うし、水戸市も一生懸命やってるんだけれども、問題はどこを走る

かなんですよ。 

通行帯はどこですかっていうところで、通行帯の整備と合わせてきちっと配

置してくださいということ言っている。 

そうじゃないと、通行帯が整備されていないところを通ると、結局歩道をどん

どん走ってしまうということなので、「通行帯整備と、どこを自転車が走るかと

いう道路整備と合わせて、あるいはそれに対応して配置してください。ただ闇雲

に配置してもダメです。で、その後きちっとどこを走ってるかっていうのも見て

ください」というふうに言っています。 

で、ついでに言っておくと、水戸市は非常に「みとちゃり」なりを一生懸命や

ってるんだけれども、一般自転車のことは全然やってないんですよね。一般自転

車の駐輪場はほとんど街中に無いんですよ。だから、そこも一般自転車の駐輪場

にも忘れないでやるということと、それから「みとちゃり」のポートを配置する

に当たっては、通行帯の整備と一緒に整合させてやってくださいということを

言ってあります。 

これは、去年の自転車の基本計画（水戸市自転車活用推進計画（第２次））が

できた時に、計画の中に書くようにしてるし、市長も答申の時に入れてありま

す。 

で、資料を早くいただきたいんですけど、道路整備の整備済み、あるいは予定

箇所の地図の中にステーションを配置した地図をくださいということを、去年

の自転車委員会の時に言ったんだけど、全然くれてないんですよ。なので、それ

をください。それは市長にも言いました。 

去年、私、自転車基本計画の委員長になりましてね、かなり去年揉めたんです

よ。今みたいな資料を出してくださいって言ったのに、全然出てこないっていう

ので。 

あの、これまずポートを置けばいいってもんじゃないんですよ。置けば、まあ

誰かが使うんだけど、それがみんな歩道走っちゃってる。で、色々歩行者が事故

起こしちゃう。だから、道路整備と合わせてやらないといけないんだけど、今の

水戸市の場合には、ともかくステーションだけ置けばいいって、どんどんやって

るんだけど、それは危ないからやめてくださいって言ったんだけど、去年の段階

で、全然資料出てきてないんです。 

だから、それ絶対あるはずだからください。次回じゃなくて、私と＿＿にはく

ださい。いいですね。 

他に市民の方いらっしゃいますか。 

 

＿＿です。ありがとうございます。 

１番ですね、利用しやすい公共交通ネットワークの形成のところで、バスの利

用者様が大変減っているというのは、私日常的にバスを利用してて肌で感じて
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会長 

 

 

 

 

＿＿委員 

 

会長 

 

＿＿委員 

 

 

会長 

 

 

＿＿委員 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

＿＿委員 

います。危機的状況なのかと思うぐらいです。 

その中で、定期券の利用者が一定数増えているというのはとても興味深いで

すし、示唆に富むかなというふうに思っています。ここを手がかりにすると何が

できるのか、どういうふうにバスを維持することができるのか、考える発想ポイ

ントになると思っています。 

私ちょっと考えたのは、私は一定の場所に毎日通勤するような使い方はして

いないんですが、車を乗らない者として様々な場所に行くのにバスを使います。 

とういうことは、バスを定期券としてではなくて、エリアを絞ったような、使

い放題のサブスクリプションのような、エリア指定の定期券はできないものだ

ろうかというふうに少し思ったんですが、様々な課題があることは承知はして

いるんですが、いろんな発想があっていいのかなというふうに思うので、一つの

アイデアとして受け取っていただけたらありがたいと思います。以上です。 

 

そういう色々な定期券は、結構いろんなことが言われていて、実行していると

ころもありますよね。 

どうですか、今みたいな御提案があったんだけど、事業者さんの方で、できそ

うか、いや検討したけど無理ですとかっていう話なんですが。 

 

内容によっては、かなりお金がかかる話にはなってきますよね。 

 

あんまりやる気無い？ 

 

ですから、投資したものの見返りがどれだけあるかが見えないと、これはバス

事業にかかわらず、どんな事業においても民間としては同じ考えだと思います。 

 

じゃあ、あれですね。やったとしても、それほど利用者が元を取れるだけ見込

めないっていう感じですか。 

 

そこのところの確証ができない限りはできないですね。 

 

はい。 

全国的には、今みたいな定期券だとか、いろんな試みされてますよ。 

希に上手くいってるところ、増加しましたっていうところも無いわけではな

いところです。 

じゃあ、時間が押していますが、ポイントを５分ぐらいで話していただけます

か。 

 

［資料２別紙２に基づき説明］ 
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会長 

 

＿＿委員 

 

会長 

 

＿＿委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

この件に関しては、関係者の方々本当に御苦労様でした。 

大学の専門家が一緒に入って、現地に行って、住民、利用者の人たちと丁寧な

意見交換、熟議をした結果、バス路線の再編案というのがまとまりました。結果

として、再編ができたということと、あとはこういうようなアプローチがかなり

有効なので、こうようなやり方をとったおかげで再編案がまとまったし、そうい

うやり方も有るんじゃないっていう、そういうようなことですよね。 

関係者の方、去年も確か中間報告の時にいただいたとは思うんですけれども、

何かこの件で関係者含めて補足とか御意見、御質問いただければと思いますが、

いかがですか。 

 

分科会でこの案を聞かされたときに、大塚に住んでいる自分は大変ショック

を受けたというお話しをしたんですが、地域も私が住んでいる、それも増便する

方ではなくて、減っちゃう方の地区だったんで、どういった情報収集をしたのか

っていうということで、自宅は、実は（対象の）町内会に入っていなかったので、

（案内の）回覧板が回ってこなかったんです。 

うちは大塚なんですけど、入ってないっていうことで、それでは公平な意見聴

取にならないということで、改めて WEB 等でもう一度やっていただいて、それ

があってですね、やっぱり減便になる地区の方にも丁寧な説明があって、納得し

て、バスの状況も理解して、それでまとまったっていう感じが非常に地域住民と

してはありがたかったです。 

 

はい。地域住民としては良かったということでよろしいですか。 

 

はい。丁寧な説明が必要だということですね。 

 

はい。バス事業者さんの方も文句なし？ 

 

バス事業者が、例えばですね、住民と話ししてってなるとですね、大体住民の

方からは不満ばっかりが来るんですよね。 

じゃあ、私たちは乗降人数も減ってるから、減便しましょうって言うと、「そ

れはあんたたちのエゴでしょう」って大体なっちゃうんですよ。で、話がまとま

らない。 

そこはやっぱり、第三者としてですね、客観的にデータ分析して、また平田先

生はじめ学生の方に入っていただいたっていうのは、意味があったんだと思い

ます。ありがとうございました。 

 

市の方からはどうですか。 
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会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

本市といたしましても、こういった住民参加型でバス路線を再編するという

取り組みは、初めてのことでございました。 

やはり、行政としてできることが何かということで、いろいろ課題もあったん

ですけれども、今回こういった協議の場を設けるですとか、実際にアンケートに

御協力させていただくですとか、あとは分科会や協議会の方で皆様にお諮りす

るですとか、そういったところで御協力させていただきましたけれども、非常に

やはり有意義な取り組みであったというふうに認識しております。本当にあり

がとうございました。 

 

行政の方はそれなりに大変だとは思うんですけれども、急がば回れというか、

どこに時間をかけるかということもあると思うので、この辺のやり方っていう

のは、ものによって丁寧に議論していく、意見を吸い上げるっていうのは、いい

んじゃないかなというかね、やればむしろ住民の人も納得してできるというこ

となので、やり方自体もね、私はきっちりと参考にした方がいいんじゃないかと

思います。 

なので、先ほどは移動困難者のところで、こういう議論の場が必要なんじゃな

いかっていうのは、まさにこういう今みたいなことがあるから、庁内だけで議論

するんじゃなくて、どこか場を作って、皆さんで議論したらいいんじゃないです

かっていうふうになるんですよ。そこはもう一度強調しておきたいですね。 

よろしいですかね。 

本件、令和７年度評価に関しては冒頭でもありましたように、法律に基づいて

主務大臣に送付するということになっている、ということですので、協議会で承

認ということでよろしいですか。 

 

［異議等無し］ 

 

では承認とさせていただきます。 

事務局では、国の方に送るようにお願いします。 

 

承知いたしました。 

 

議事③　水戸市地域公共交通協議会の令和７年度決算及び令和８　

年度事業計画（報告） 

 

令和７年度の決算及び令和８年度の事業計画について説明をお願いします。 

 

［資料３に基づき事務局から説明］ 

 



- 21 - 

 会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 
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会長 
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会長 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

事務局 

７年度の決算に関して、50 万円近くが水戸市に返納ということで、これどう

解釈すればいいんですか。会議費としてとっていたものが、予定より少なかっ

た、開かなかったからということでいいですか。 

 

全体会議につきましては、２回開催させていただきまして、分科会につきまし

ても、バス交通分科会の方は２回開催させていただきました。 

あとは、やはり運賃分科会ですとか、その他の分科会で開催予定だったもの

は、開催はしなかったということで、予定よりも費用が少なかったということ、

それから委員様の報償といたしましても、会議費の方に計上しておりますが、実

際に御参加されなかった方には支出をしなかったというところもございますの

で、予定よりも支出が少なかったところでございます。 

なので、返納金が生じたということでございます。以上です。 

 

では、何かやらなくちゃいけない会議をやらなかったから余った、というので

は困るんで、そういうことはない？やるべき会議はやった？ 

 

はい、実施すべき会議は、予定どおり実施させていただいた状況でございま

す。 

 

あの、昨年度までね、いろんなところであったのは、本来なら対面でやればい

いものを、書面会議で全部済ませようとしていた。 

しかも、書面の出来も全然悪くて、全く読んだけど全然分からないような資料

を送って、承認してくださいっていうのがずっとあったんですよ。２年ぐらい。 

そういうことは、やめてください。きちっと早めにやるんだったらやってくだ

さい。 

それで、確認なんだけど、分科会は去年はやってる？やってない？ 

 

実施しております。 

 

でさ、こういう分科会を実施しているってことは、ここで報告してもらわない

と困るんじゃないの？ 

 

分科会の実施状況につきましては、全体会議等で御報告は差し上げたところ

でございます。 

 

それは年度末に。 

 

年度末に御報告させていただいております。 
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会長 

 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

あ、そう。 

あとは、８年度の予算とか、そういうのは無くていいの？ 

 

８年度の予算につきましては、令和７年度の第２回目の全体会議で、御承認を

皆様からいただいた状況でございます。 

 

予算額って幾らになってんの？ 

 

水戸市からの負担金額が 60万円になってございます。 

 

わかりました。 

８年度の事業計画に関しては、交通計画に定められたやつを粛々とやります

よというところなんだけれど、さっき移動困難者のところで見たように、中身に

関してここに書かれてないこととかいっぱいありますよね。なので、そこに関し

てはきちっとやって欲しい。さっき移動困難者のところで申し上げたことに関

しては、ここにプラスしてやるようにしてほしいんです。ここに書いてないこと

に関してはね。よろしいですよね？ 

はい、じゃあ本件に関して、７年度決算と８年度の事業計画に関していかがで

しょうか。よろしいですか。 

 

［異議等無し］ 

 

では、これで承認いただいたということにしたいと思います。 

さて、皆様の方から何か情報提供とか何かありますか。 

最後の規約のところで、分科会、結構あるじゃないですか。規約に附属するよ

うなものっていうのは、配らないんですか。そういうのあるんじゃないの。 

 

分科会につきましては、この協議会のような規約等は特に設けておりません。 

 

規約じゃないけど内規とかさ、取扱いとかさ、去年、一昨年散々やってたじゃ

ない？ガイドラインみたいな、散々揉めたやつ。 

 

それにつきましては、「水戸市地域公共交通協議会の運営方法について（通

知）」ということで、令和７年度９月９日付で皆様に通知させていただいていた

ところでございまして、その中に協議会と分科会の役割について… 

 

だから、規約を配るんだったら、それと一緒に配ってもらった方がいいです。

それも一緒にくっ付けておかないと、分科会との関係がわからない。 
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 事務局 

 

会長 

 

事務局 

　次回から、そのようにさせていただきます。 

 

　それでは、事務局にお返しします。 

 

　金会長、進行の方ありがとうございました。 

　ここで、事務局から１点御報告がございます。 

現在の委員の任期につきましては、本年８月末日で満了となります。 

委員の皆様には本協議会の運営に御協力いただきまして、誠にありがとうご

ざいます。 

なお、次期委員の選任につきましては今後進めてまいります。 

それでは、以上をもちまして、令和８年度第１回水戸市地域公共交通協議会全

体会議を閉会させていただきます。 

本日はありがとうございました。


